
　伝統芸能活性化事業「神楽と花田植を活用した活力創出プロジェクト」

★本事業の概要
(目的)
町を代表する伝統芸能である「神楽」や「花田植」を活用し、
直面している課題の解決や活力の創出を行う。
①神楽振興計画の策定（見直し・目的・目標の見える化)
②持続可能な活動支援(地元神楽団・保存会の活動支援)
③情報発信プラットフォームの構築(効果的な広報による知名度向上)
④若者が伝統芸能と触れ合う機会創出や学生ボランティアの活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担い手育成や新たなファン発掘）
⑤拠点施設や体験ツアーなどの整備（拠点整備と稼ぐ観光へ）
⑥大規模プロモーション（都市圏や海外での公演）

担い手確保
(若者参画機会創出)
（次世代育成活動支援）

指針：振興計画等

交流・人材育成
(地域・団を超えた活動)
（勉強会・交流会の開催）

地元神楽団・
保存会への支援

（魅力発信・広報支援）

活動拠点整備
(定期公演の充実・拡大)

(宿泊・観光関連事業者との連携)

情報発信強化
(プラットフォームの整備)
(動画やSNSの活用)

大規模プロモーション
(都市部や首都圏での公演)

(海外公演)

（国際交流・団員の経験・意欲向上）

（知名度向上・高付加価値化）

（伝統芸能の継承・担い手育成）

稼ぐ観光

継承と持続可能な活動


